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【公開番号】特開2015-187436(P2015-187436A)
【公開日】平成27年10月29日(2015.10.29)
【年通号数】公開・登録公報2015-066
【出願番号】特願2014-65477(P2014-65477)
【国際特許分類】
   Ｆ０１Ｋ   7/22     (2006.01)
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成28年10月20日(2016.10.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水平方向に延びて両端部が閉塞された筒状のケーシングと、
　前記ケーシング内に設けられ、該ケーシングの軸方向に蒸気を通流するマニホールド室
と、
　前記ケーシング内に設けられ、前記マニホールド室に沿って前記ケーシングの長手方向
に配置されて蒸気の湿分を除去するセパレータと、
　前記ケーシング内に設けられ、前記セパレータから流出する蒸気の下流側に配置される
加熱管群と、を備え、
　前記加熱管群は、側面視において多角形状に形成され、該加熱管群の長手方向片が前記
ケーシングの軸方向に沿って延びるとともに、前記加熱管群の短手方向片が垂直方向に延
びている
　ことを特徴とする湿分分離加熱器。
【請求項２】
　前記セパレータは、板状に形成されて上下方向に延び、前記加熱管群の側面に対向して
配置されている
　ことを特徴とする請求項１に記載の湿分分離加熱器。
【請求項３】
　前記セパレータは、蒸気が流入する側の側面の一部を覆って前記セパレータに流入する
前記蒸気の流入量を調整する流入調整部を含む
　ことを特徴とする請求項２に記載の湿分分離加熱器。
【請求項４】
　前記流入調整部は、上下方向に延びて前記セパレータの前記側面を覆う複数の流入調整
部材と、複数の前記流入調整部材を支持する枠体部と、を含み、
　複数の前記流入調整部材は、前記ケーシングの軸方向に沿って通流する蒸気の上流側か
ら下流側に向かって隣接する流入調整部材の設置間隔が狭くなるように配置されている
　ことを特徴とする請求項３に記載の湿分分離加熱器。
【請求項５】
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　前記流入調整部材には、前記ケーシングの軸方向に沿って通流する蒸気の湿分を除去可
能な湿分除去手段が設けられている
　ことを特徴とする請求項４に記載の湿分分離加熱器。
【請求項６】
　前記湿分除去手段は、前記マニホールド室から流出した蒸気を渦状に流す湿分除去流路
を含む
　ことを特徴とする請求項５に記載の湿分分離加熱器。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　そこで、加熱管群の幅を広げると、加熱管群を通過する面積が広がって圧力損失を低減
することができる。しかしながら、加熱管群の幅を広げると、加熱管群の両側に設けられ
たマニホールドの空間が狭くなり、また、セパレータはケーシングの内面を超えたケーシ
ングの外側にはみ出した位置に設置する必要が生じて、このセパレータの設置が困難にな
る。このため、ケーシングを大型化したり、従来の湿分分離加熱器の台数を増やしたりす
る提案が出されたが、この提案では、コストの増大を招く。
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明の幾つかの実施形態に係わる湿分分離加熱器は、
　水平方向に延びて両端部が閉塞された筒状のケーシングと、
　前記ケーシング内に設けられ、該ケーシングの軸方向に蒸気を通流するマニホールド室
と、
　前記ケーシング内に設けられ、前記マニホールド室に沿って前記ケーシングの長手方向
に配置されて蒸気の湿分を除去するセパレータと、
　前記ケーシング内に設けられ、前記セパレータから流出する蒸気の下流側に配置される
加熱管群と、を備え、
　前記加熱管群は、側面視において多角形状に形成され、該加熱管群の長手方向片が前記
ケーシングの軸方向に沿って延びるとともに、前記加熱管群の短手方向片が垂直方向に延
びているように構成される。
 
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　原子力発電所の発電プラント１は、図１（概略構成図）に示すように、蒸気発生器２で
発生した主蒸気３が、高圧タービン４で仕事をした後、湿り蒸気５となって高圧タービン
４から出て、湿り蒸気５として湿分分離加熱器２０に入るように構成されている。この湿
り蒸気５は、蒸気中に含まれている湿分が湿分分離加熱器２０で分離除去された後に、加
熱・昇温された蒸気６となって低圧タービン７の入口から流入し、低圧タービン７で仕事
をした後、復水器８で水となり、その後、ポンプ９により、給水ヒータ１０を経て、蒸気
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発生器２に給水される。
 
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２８】
　幾つかの実施形態では、マニホールド室３０は、本体胴部２２の手前側の空間部２１ａ
においてケーシング２１の軸方向一端から他端側へ延びている。マニホールド室３０は、
本体胴部２２の手前側を構成する側壁２２ａと、本体胴部２２内に設けられた仕切板３１
と、本体胴部２２の軸方向両端部に設けられた一対の端板左３２Ｌ及び端板右３２Ｒとを
有して形成されている。
 
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
　仕切板３１は、側面視において矩形状に形成され、本体胴部２２内の手前側に配置され
て、本体胴部２２の長手方向一端から他端に延びるとともに、垂直方向に延びて上下両端
部が本体胴部２２の内面に固着されている。端板左３２Ｌ及び端板右３２Ｒは、側面視に
おいて半円状に形成され、本体胴部２２の一端部及び他端部の側壁２２ａの内面に接続さ
れてケーシング２１の径方向内側へ延びる。端板左３２Ｌによってマニホールド室３０の
他端部が閉塞されている。また、端板右３２Ｒには開口部が形成され、この開口部を介し
て側板部右２４Ｒ内の空間部２１ａ及び流入口２４Ｒ１に連通している。
 
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３０】
　マニホールド室３０を形成する仕切板３１には、ケーシング２１の軸方向に所定間隔を
有して複数のスリットが設けられている。このため、マニホールド室３０に流入した蒸気
はスリットを介してセパレータ４０側に流出する。
 
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３１】
　幾つかの実施形態では、セパレータ４０は、マニホールド室３０の仕切板３１に沿って
配置されるとともに、本体胴部２２の軸方向（長手方向）全長に亘って配置されている。
セパレータ４０は、蒸気の通過時に、湿分を分離して除去する。例えば、セパレータ４０
は、慣性を利用して蒸気の湿分を分離するものでもよい。セパレータ４０は、板状であっ
て側面視において本体胴部２２の軸方向に沿って延在する多角形状、図示した実施形態で
は長方形状に形成されている。セパレータ４０は、その長手方向片４０ａがマニホールド
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室３０の仕切板３１に沿って延び、短手方向片４０ｂが垂直方向に延びた状態で本体胴部
２２内に固定保持されている。
 
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３３】
　幾つかの実施形態では、加熱管群５０は加熱管５１を備えている。この加熱管５１に加
熱源となる加熱媒体が流れ、加熱管５１外に被加熱蒸気、即ち、セパレータ４０で湿分が
除去された蒸気が流れる。この蒸気は、加熱管５１で熱交換されて昇温して排出口２２ｂ
から排出される。加熱管群５０は、加熱管５１がケーシング２１の軸方向に延びるととも
に、上下に複数段を有して配列される。また加熱管５１は加熱管群５０のケーシング２１
の軸方向に対して直交する方向（以下、「幅方向」と記す。）に対して千鳥状に配列され
ている。
 
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３４】
　加熱管群５０の幅Ｂ（図２（ａ）参照）は、加熱管群５０のケーシング２１の軸方向長
さＬの１／５以下である。このため、加熱管群５０の幅Ｂは軸方向長さＬに対して薄くな
っている。
 
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３５】
　このように、加熱管群５０は、ケーシング２１の軸方向長さに対して幅が薄いので、板
状の長方形に形成されている。また、加熱管群５０は、ケーシング２１の軸方向に延びる
長手方向片５０ａがセパレータ４０に沿って本体胴部２２の長手方向全長に亘って延び、
ケーシング２１の幅方向に延びる短手方向片５０ｂが垂直方向に延びて、本体胴部２２内
に固定保持されている。このため、加熱管群５０の短手方向一方側の側面５０ｃに沿って
、セパレータ４０が配置されている。このように、加熱管群５０は、長手方向片５０ａが
本体胴部２２の長手方向全長に亘って延びているので、加熱管群５０を通過する蒸気の接
触面積を増加させることができ、加熱管５１において蒸気の熱交換を効果的に行うことが
できる。
 
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３８】
　ここで、湿分分離加熱器２０の加熱管群５０は、側面視において本体胴部２２の軸方向
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に沿って延在する多角形状、図示した実施形態では長方形状に形成され、水平方向に延び
るケーシング２１内において、加熱管群５０の長手方向片５０ａがケーシング２１の軸方
向に沿って延びるとともに、加熱管群５０の短手方向片５０ｂが垂直方向に延びて配置さ
れている。また、加熱管群５０の幅は軸方向長さに対して薄い。このため、蒸気が加熱管
群５０を通過する際の圧力損失を大幅に低減することができる。
 
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４２】
　次に、例示的な実施形態の個別的内容について図２（ａ）、図２（ｂ）、図３、図４、
図５を参照しながら説明する。図３に示す例示的な実施形態では、セパレータ４０のマニ
ホールド室３０側に対向する面に、流入調整部６０が設けられている。
 
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４４】
　流入調整部６０は、図５（正面図）に示すように、格子状に形成された枠体部６１と、
枠体部６１に取り付けられた流入調整部材６７ａ、６７ｂ、６７ｃと、を含む。枠体部６
１は、セパレータ４０のマニホールド室３０側に対向する面４０ｃに面するように保持さ
れている。枠体部６１は、上下方向に段状に配置されて水平方向に延びる複数（本実施形
態では４本）の横部材６２と、複数の横部材６２間を上下方向に接続するように延びて、
幅方向に所定間隔を有して配置された複数（本実施形態では６本）の縦部材６３とを含む
。
 
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４９】
　次に、図６（断面図）、図７（ａ）（斜視図）、図７（ｂ）（説明図）に示す例示的な
実施形態について説明する。図６に示す実施形態では、流入調整部６０のセパレータ４０
側と反対側の面６７ｄに湿分除去手段７０が設けられている。この湿分除去手段７０は、
流入調整部材６７ａ、６７ｂ、６７ｃの長手方向に沿って設けられている。湿分除去手段
７０は、図７（ａ）（斜視図）に示すように、板金等を多段に折り曲げて内部に渦状の湿
分除去流路７０ａが形成されている。この湿分除去流路７０ａは、湿分除去手段７０の短
手方向一方側の面において矩形状に開口した開口部７０ｂを有している。
 
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５０】
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　この湿分除去手段７０は、図７（ｂ）（説明図）に示すように、マニホールド室３０（
図２（ａ）参照）から湿り蒸気５が供給されると、この湿り蒸気５の一部は湿分除去手段
７０間を通ってセパレータ４０（図２（ａ）参照）に供給する。また残りの湿り蒸気５は
湿分除去手段７０の開口部７０ｂを通って渦状の湿分除去流路７０ａ内に流入する。湿り
蒸気５が開口部７０ｂから湿分除去流路７０ａに流入すると、特に、湿分除去手段７０の
折れ曲がった部分で遠心力が作用して湿り蒸気５の湿分が捕捉される。このため、湿り蒸
気５の湿分を除去することができ、セパレータ４０による湿分除去作業の負担を軽減する
ことができる。なお、湿分除去手段７０に流入して湿分が除去された蒸気は、湿分除去手
段７０の長手方向両端部の開口から排出される。
 
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５２】
　　１　発電プラント
　　２　蒸気発生器
　　３　主蒸気
　　４　高圧タービン
　　５　湿り蒸気
　　６　蒸気
　　７　低圧タービン
　　８　復水器
　　９　ポンプ
　１０　給水ヒータ
　２０　湿分分離加熱器
　２１　ケーシング
　２１ａ、７０ａ　空間部
　２２　本体胴部
　２２ａ　側壁
　２４Ｌ　側板部左
　２４Ｒ　側板部右
　２４Ｒ１　流入口
　２６　ドレン
　３０　マニホールド室
　３１　仕切板
　３２Ｌ　端板左
　３２Ｒ　端板右
　４０　セパレータ
　４０ａ、５０ａ　長手方向片
　４０ｂ、５０ｂ　短手方向片
　４０ｃ　対向する面
　５０　加熱管群
　５１　加熱管
　６０　流入調整部
　６１　枠体部
　６２　横部材
　６３　縦部材
　６４　開口部
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　６７ａ、６７ｂ、６７ｃ　流入調整部材
　６７ｄ　面
　７０　湿分除去手段
　７０ａ　湿分除去流路
　７０ｂ　開口部
 
【手続補正１８】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図６】
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